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「企業にとっての価値」主義会計論

























「企業にとっての価値J(Value to the Firm)または， 1"所有主にとっての
価値J(Value to the Owner)と呼ばれる価値概念が，資産評価の基礎として，







の概念〉として解釈している。たとえば， D.ソロモンズ ((10)，p. 123)は，








また， E・スタンプ ((11)，pp. 284-285)は，次のように機会価値概念を
説明した後， J. c・ボ γブライトによる定義を引用している。






































サンディラ γズ報告書 C(9)， p. 59)によれば，表1のように各ケースごと
に， I企業にとっての価値」が決定される理由が，次のように説明されている。
「ケース 1と2において， NRVの方が PVより大きいので，企業は資産を
表1
ケース RC，NRV，PVの関係 評 価 基
NRV> PV > RC RC 
2 NRV> RC > PV RC 
3 PV > RC >NRV RC 
4 PV >NRV> RC RC 
5 RC > PV >NRV PV 
6 RC >NRV> PV NRV 
RC.……・・取替原価 (ReplacementCost) 










































また， E・スタンプ ((11)，p. 285)は， ネットパック価値概念 (NRVと
PVのうちより大きい方〉を用いて， I企業にとっての価値」の決定方法を次




「われわれは，企業にとっての価値 (Valueto the Firrn)をこれら他の3
























されてきている O 本節では，前節で示した表1における 1から 6のケース別
に，その批判点を検討する。
(1) ケー ス 1CNRV>PV>RC)に関する批判
ケース 1に関する批判は， 2つある O いずれの批判も，ケース 1の場合， RC 
ではなく NRVで評価すべきであるとの批判である。第1の批判は，吉田教授
による批判である O 吉田教授((16)，p. 18)は，ケース 1の場合， RCではな
くNRVで評価すべきであるとの主張を次のように述べている。ただし，吉田
教授は PVの代わりに EV(経済的価値〉としづ用語を用いている O
「さて，われわれは， 6つのケースについての最終的分類を次のように示す
ことカミで、きる。








この吉田教授による批判に対しては， K. P・ギィと K・V・ビーズネル












第2の批判は， R・J・チェンパースによる批判である。 R. J・チェンパ
ース CC2)， p. 46)はケース 1，3， 4， 5を含む具体的設例に基づいて，ケ
ース 1に関する批判を次のように指摘している。
「ケース(d)Cケース 1に相当する-引用者挿入〉において，資産Aが 750ド




ケース 1に相当する-引用者挿入〉に関して， Aの取替は， コースBが取るこ





現在価値をPVAであるとしよう。 Bとし、う行動コー スの現在価値，つまり， Bに800
ドル投資することの PVを， PVBで、あるとしよう。
Aの売却価格 Aの取替価格 PVA 指示される行動
(a) 800 1，000 1，200 PVB> 1，200ならBに投資
(b) 800 1，000 900 PVB> 900ならBに投資
(c.) 800 600 1，000 (Bコースはすでに取られ
(d) 800 600 750 iてきている。」











売却価格情報の有用性を主張するR • J .チェンパースの見解自体に問題がな
いわけではないが， I企業にとっての価値」主義会計の支持者が，会計目的と
くに会計の意思決定目的にたいするその資産評価基準の有用性を明確に論じて
いないことも確かである O ここに「企業にとっての価値」主義会計論の 1つの


































































































































ケース 5に関する批判は， 2つある。いずれの批判も，ケース 5の場合， PV 
ではなく NRVで評価すべきであるとの批判である。第1の批判は， R. J • 













このR • J・チェンパースによる批判に対する論評は， ケース 1に関する
R • J・チェンパースによる批判に対するそれと同じものを当てることができ
る。 C105頁参照〉
第2の批判はB・ポポフによる批判であるo B・ポポフ C7)， p.68)は，


















































反論を次のように指摘している O この反論は，ケース 5にRCによる評価を適
用することを積極的に支持する主張である。この反論によれば， ケース 5に
RCによる評価を適用するためには，ケース 5とケース 6 (NRVにより評価さ
れる〉の区分が必要であるが，ケース 5にNRVによる評価を適用するために




を適用すべきであると主張される， K' P・ギィとK・V・ピーズネル((4)， 
pp. 246-247)は，かかる反論を次のように指摘している。
「ケー ス 5において， RCが採用されるなら，このことはケース 5とケース
6 (NRVで評価される〉との区分の問題を導くであろう。しかし， ケース 5
において， NRVが採用されるなら，このことはケース 5とケース 3 (RCで評
価される〉との区分の問題を導くであろう。前者の問題のほうが後者の問題よ







































































により， NRV，または， RCでありうる。他方， NRV>RCであるなら，企業




















(8) B・ポポフ C(7)， p.69)自身，主観的評価に関する批判を，次のように指摘して











B・ポポフ (C7)， p. 69)によれば，ここで提案された評価モデ、ノレは，取替
原価によると損失を示すが，営業活動の継続が意図されるケースに RCによる
評価でなく， NRVによる評価を適用してしまうことになる。そこで， B'ポ






























S . J・グレイとM ・C・ウェルズ C6)， pp. 164-165)は， 1から 6のケ
ースを「資産を利用すべきグループJ Cケース 3，4，5)と「資産を売却すべ
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